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議員と語ろかい報告書 
【５月１３日：２班】             №１ 

開 催 日 平成 ２５年 ５月 １３日  １８ ：３０  ～  ２０ ：００  

開催場所 横川健康温泉センター 

参加人数 ９人 

出席議員   

（２班） 

久保史郎、塩井川幸生、前島広紀、新橋実、山浦安生、西村新一郎、宮内博、 

細山田為重 

役割分担 
班 長 （ 塩井川 幸生  ）  副班長（ 山浦 安生   ） 

記録係 （ 前島 広紀   ） 

 
  意見交換会での主な意見等 

◆１．住宅リフォームの助成補助金について、高齢で身障者の方が、トタン屋根のリフォーム

をしたいと言うがこれは対象になるのか。申込は本人が行かなければだめか、代理人でも

よいか。見積もりはどうするのか。この補助事業は何年くらいの期間するのか。 

◇⇒ トタン屋根の改修は対象になる。詳しくは市報に書いてあるが、わからない場合は、建

築指導課、横川総合支所などに尋ねてください。受付期間は 3日間しかないが、5月 20日

から 6月 14日まで事前審査をするので、その期間に申し出たら、建築指導課が詳しく説明

する。手続きは代理の業者でも出来る。見積もりは、市に一定の基準があり、それに従っ

て指定業者が積算し見積もりを作成するので、それを提出すれば良い。 

期間は、2年間で、今年度の予算は 5,000万円である。また、介護保険の補助制度も併用

できますので、条件等を市に問い合わせてください。 

 

◆２．大隅横川駅から山之口方面に向かう道路の白線内に九電の電柱が立っていて、車の運転

がしにくい。また、通学路になっているので、通学の登下校時には、学生が群がって白線

からはみ出していて、危険な状態である。移転の検討をお願いしたい。 

◇⇒ 電柱が鉄道敷き寄りに 2 本立っている。反対側に変電所がある関係で、その電柱を経由

しなければならない。何度か移転要望を九電に出しているが、変電所配線の関係で難しい

との回答であった。通学路でもあるので、再度要望したい。また、この報告会での要望を

九電に伝え、結果を報告する。 

◇⇒ この中央区域を「ゾーン３０」で規制出来ないかという提案を、横川警察署が、中ノ区

の住民に説明会を開いているようである。 

 

◆３．横川の商店街の経営者は高齢化し、また、後を継いでくれる若者がいないこともあって、

シャッター通りとなっている。議員として、商店街の活性化をどのように考えているのか。 

◇⇒ 横川地区に限らず、国分の中心街でもシャッターが閉まったままの古いお店が多い。時

代の流れとして、郊外の大型店に人の流れが移っている。商店街の活性化は、みんなで考

えていかなければならない大きな課題である。 
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◆４．平成 24 年度から、教育委員会を通じて学校からの依頼で「書道の学校応援団」というボ

ランティア活動をしている。霧島市内で他にこのような事例があるか。また、学校までの行

き帰りに交通事故等に遭った場合の補償はどうなっているのか。 

◇⇒ ほかに取り組んでいるところがあるか。どの程度浸透しているのか。補償はどうなってい

るのかなど、調べて報告します。 

 

◆５．「霧島市あんしん・あんぜん検定」試験が、平成 23年に溝辺であった。試験を受けに行っ

たら、受験者は私一人であった。この試験に通ったら何かメリットがあるのか。 

また、その上にグランドマスターと言うのがあるが、合格者はいるのか。 

◇⇒ 霧島市が県下の中で非常に犯罪や交通事故が多いので、検定試験を実施しながら犯罪を減

少させていこうというのが一番の狙いで、特別なメリットはない。 

 

◆６．「健康生きがいづくり」などのイベントで人を集めるために、カラーのリーフレットを印

刷するのだが、何かいい宣伝方法はないのか。 

◇⇒ 嘉例川の場合は、12～13人の活性化委員体制を整え、その他に各公民館の役に付かれた方

全員が協力するようにしている。 

◇⇒ 各種新聞、ラジオ、市の広報など無料で載せてもらえる広告媒体を活用したらどうか。 

 

◆７．議会が行政の職員を監督・指導することがあるか。 

◇⇒ 職員の監督義務が議会にあるかどうかは、越権的見地から非常に難しい。個人的な見解で

はあるが、職員が適材適所に配置されているか、議会はチェックする機能を持ってしかるべ

きであると思う。 

 

◆８．今、横川では新庁舎を建設しているが、職員が２０数名になると聞いている。その人数で

やっていけるのか。安心・安全な仕事ができるのか。 

◇⇒ 合併協議会で最初から協議され、人数削減は計画に添っている状況である。農政分野はど

うしても残してほしいと要望している。 

 

◆９.清水川団地に関し、自治会費が年間３８万円ほど集まるが、そのうち１９万円は、団地内

に６個ある５００Ｗの投光器の電気代になる。ＬＥＤに変えられないものか。 

◇⇒ 今のポールではＬＥＤの重量や風圧に耐えられないとのことで、建築住宅課でポールの基

礎から一式を、随時ＬＥＤに変える計画にしている。 

 


